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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ゲ
ッ
タ
ー
ロ
ボ
Ω

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
２
０
８
Ｖ

【
作
者
名
】

　
（
０
Ｍ
０
）

【
あ
ら
す
じ
】

　
百
鬼
帝
国
と
の
決
戦
か
ら
し
ば
ら
く
の
時
を
経
て
、
新
た
な
研
究
所
、
新
た

な
ゲ
ッ
タ
ー
ロ
ボ
が
誕
生
す
る
―
―

鋭
太
、
颯
樹
、
秀
継
…
三
人
の
少
年
よ
、
今
こ
そ
、
三
つ
の
心
を
一
つ
に
せ
よ

そ
う
き

…
…
！

ゲ
ッ
タ
ー
ロ
ボ
Ｇ
か
ら
分
岐
し
た
、
も
う
一
つ
の
物
語
。
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鋭
太
（
前
書
き
）

ゲ
ッ
タ
ー
書
い
て
み
ま
し
た
。

一
話
な
の
で
多
く
は
語
り
ま
せ
ん
が
、
主
人
公
は
出
る
の
で
ご
安
心
を
…
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鋭
太

―
―
―
近
未
来
、
百
鬼
帝
国
と
の
決
戦
か
ら
約
三
年
…
。

人
類
は
、
束
の
間
の
休
息
に
身
を
委
ね
、
平
和
に
暮
ら
し
て
い
た
…

ま
た
、
流
竜
馬
、
神
隼
人
、
車
弁
慶
、
早
乙
女
ミ
チ
ル
他
早
乙
女
研
究
所
の
面

々
は
、
新
た
な
脅
威
に
備
え
、
新
た
な
ゲ
ッ
タ
ー
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
た

…
。

―
―
富
士
山
麓
・
山
梨
側
登
山
口
―

「
い
や
ー
、
い
い
天
気
で
良
か
っ
た
な
～
」

「
ホ
ン
ト
に
ね
～
、
さ
、
頑
張
っ
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。
」

「
よ
～
し
、
父
さ
ん
に
つ
い
て
こ
～
い
！
」

「
「
お
ー
！
」
」

一
組
の
家
族
が
、
富
士
山
に
登
り
始
め
た
。

冒
頭
の
少
年
は
、
守
原
鋭
太
、
中
学
三
年
で
冬
に
は
受
験
を
控
え
て
い
る
。
 

今
は
、
そ
の
気
分
転
換
に
、
家
族
全
員
で
山
登
り
に
来
て
い
る
。

鋭
太
「
あ
り
が
と
う
父
さ
ん
。
俺
、
夏
山
は
初
め
て
だ
よ
。
」
父
「
そ
う
だ
っ

た
な
、
じ
ゃ
あ
五
合
目
位
ま
で
だ
な
。
」

楽
し
げ
に
歩
い
て
い
た
…
し
か
し
、
何
の
因
果
か
こ
の
家
族
に
…
悪
夢
が
降
り

か
か
っ
た
―

父
「
！
？
地
震
か
」

母
「
う
そ
！
？
こ
の
前
大
き
な
や
つ
が
来
た
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
い
！
」

父
「
余
震
か
！
？
」

鋭
太
「
い
や
、
余
震
に
し
ち
ゃ
強
す
ぎ
る
…
震
源
こ
の
下
！
？
 

何
か
来
る
！
」
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轟
！
と
い
う
音
と
共
に
バ
ッ
タ
を
模
し
た
よ
う
な
二
本
足
の
化
け
物
が
現
れ
た
。

父
母
「
！
…
鋭
太
！
…
」

長
い
手
が
…
三
人
に
襲
い
か
か
る
―
―

親
は
…
本
能
的
に
我
が
子
を
守
る
も
の
で
あ
る
…

鋭
太
「
が
っ
…
は
っ
…
父
さ
ん
…
母
さ
ん
…
！
」

父
「
鋭
太
逃
げ
ろ
！
ぐ
あ
あ
あ
あ
あ
…
！
」

母
「
き
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
…
！
」

無
惨
に
引
き
ち
ぎ
ら
れ
て
い
く
二
人
の
体
は
…
肉
片
と
な
り
、
鋭
太
の
前
に
降

り
注
ぐ
…

鋭
太
「
あ
…
あ
あ
…
う
わ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ

！
！
」

鋭
太
は
…
走
り
、
逃
げ
る
こ
と
し
か
出
来
な
か
っ
た
。

一
心
不
乱
に
、
無
我
夢
中
に
！

そ
し
て
、
あ
る
建
物
に
飛
び
込
ん
だ
…

？
「
ち
ょ
っ
と
君
！
大
丈
夫
！
」

研
究
者
風
の
女
性
が
声
を
か
け
る
。
歳
は
二
十
代
半
ば
だ
ろ
う

鋭
太
「
ぜ
は
あ
…
ぜ
は
あ
…
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

鋭
太
は
ま
だ
放
心
状
態
で
あ
る
。

？
「
ち
ょ
っ
と
！
落
ち
着
い
て
！
」

言
い
終
わ
る
前
に
、
彼
女
の
拳
が
飛
ぶ
。

鋭
太
「
ぐ
は
っ
！
？
…
は
あ
は
あ
…
こ
こ
は
…
」

？
「
こ
こ
？
こ
こ
は
富
士
山
麓
ゲ
ッ
タ
ー
線
研
究
実
験
所
。
私
は
所
長
の
安
宅

鞠
沙
よ
。
」

ゲ
ッ
タ
ー
線
研
究
実
験
所
？
鋭
太
は
理
解
出
来
な
か
っ
た
。

ゲ
ッ
タ
ー
線
研
究
所
と
言
え
ば
誰
も
が
「
早
乙
女
研
究
所
」
を
思
い
浮
か
べ
る

だ
ろ
う
し
か
し
、
こ
ん
な
所
に
ゲ
ッ
タ
ー
線
研
究
所
が
あ
る
な
ど
お
そ
ら
く
誰

も
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。

安
宅
「
そ
ん
な
顔
し
な
い
で
よ
…
知
ら
な
か
っ
た
の
は
分
か
る
け
ど
さ
。
」
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鋭
太
は
、
安
宅
博
士
の
言
葉
に
ピ
ク
ッ
と
な
る
。

暫
く
す
る
と
助
手
風
の
男
が
報
告
に
や
っ
て
く
る
。

助
手
「
所
長
、
登
山
者
は
こ
の
少
年
以
外
骨
無
し
に
や
ら
れ
ま
し
た
…
」

安
宅
「
や
っ
ぱ
り
ね
…
あ
な
た
、
名
前
は
？
」

鋭
太
「
守
原
…
鋭
太
で
す
…
」

安
宅
「
鋭
太
く
ん
ね
。
ど
う
や
っ
て
こ
こ
へ
？
」

鋭
太
「
父
と
母
が
バ
ッ
タ
に
や
ら
れ
て
…
必
死
で
真
っ
直
ぐ
走
っ
て
き
た
ら
こ

こ
に
…
」

安
宅
「
真
っ
直
ぐ
…
時
間
と
距
離
か
ら
し
て
…
あ
な
た
ア
レ
が
出
た
と
こ
ろ
に

い
た
の
？
！
」

鋭
太
「
は
い
…
真
上
に
…
」

安
宅
「
あ
な
た
…
よ
く
生
き
残
っ
た
わ
ね
…
」

安
宅
博
士
は
呆
れ
た
よ
う
な
声
で
感
心
し
て
い
る
…

そ
し
て
…
暫
く
考
え
て
鋭
太
に
一
言
言
い
放
つ
…

安
宅
「
あ
な
た
、
乗
っ
て
み
な
い
？
」

鋭
太
は
、
安
宅
博
士
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

安
宅
「
そ
ん
な
間
抜
け
面
し
な
い
で
、
新
型
の
ゲ
ッ
タ
ー
ロ
ボ
よ
。
」

―
ゲ
ッ
タ
ー
ロ
ボ
…
そ
れ
は
か
つ
て
、
恐
竜
帝
国
と
百
鬼
帝
国
を
滅
ぼ
し
た
、

言
わ
ず
と
知
れ
た
合
体
変
形
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
り
、
鋭
太
も
少
な
か
ら
ず
憧
れ
を

持
っ
て
い
た
。

鋭
太
「
…
俺
が
…
ゲ
ッ
タ
ー
に
…
」

安
宅
「
勿
論
、
命
の
保
証
は
無
い
わ
よ
？
」

鋭
太
は
、
自
分
で
も
分
か
る
ほ
ど
、
心
境
は
ガ
タ
ガ
タ
だ
。
し
か
し
、
も
う
自

分
の
よ
う
な
人
を
出
し
た
く
な
い
と
言
う
の
も
本
音
だ
っ
た
。

鋭
太
「
…
俺
…
や
り
ま
す
。
父
さ
ん
と
母
さ
ん
の
仇
を
…
！
」

安
宅
「
理
由
は
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
？
」
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鋭
太
「
！
…
」

安
宅
「
図
星
ね
…
で
も
、
隠
す
必
要
は
な
い
わ
。
私
達
だ
っ
て
…
思
っ
て
る
こ

と
は
一
緒
だ
か
ら
。
」

鋭
太
は
安
宅
博
士
の
言
葉
に
、
底
知
れ
ぬ
安
心
感
を
覚
え
た
。

―
富
士
山
麓
研
究
所
、
格
納
庫
―

鋭
太
「
…
…
！
ゲ
ッ
ト
マ
シ
ン
…
！
」

初
め
て
生
で
見
る
ゲ
ッ
ト
マ
シ
ン
に
、
鋭
太
は
興
奮
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

安
宅
「
凄
い
も
の
で
し
ょ
？
完
成
ま
で
１
０
年
か
か
っ
た
の
よ
？
」

鋭
太
「
１
０
年
…
安
宅
博
士
っ
て
今
お
い
く
…
」

安
宅
「
女
性
に
年
を
聞
く
の
？
（
黒
笑
）
」
鋭
太
「
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
！
」

安
宅
「
そ
れ
じ
ゃ
、
あ
な
た
に
は
あ
れ
に
乗
っ
て
も
ら
う
わ
。
」

と
、
指
さ
さ
れ
た
の
は
赤
い
機
体
…

鋭
太
「
…
イ
ー
グ
ル
号
…
」

安
宅
「
違
う
わ
…
あ
れ
は
『
コ
ン
ド
ル
号
』
…
」

鋭
太
「
コ
ン
ド
ル
…
あ
、
そ
う
い
え
ば
コ
イ
ツ
の
名
前
は
？
」

安
宅
「
ゲ
ッ
タ
ー
ロ
ボ
Ω
…
」

鋭
太
「
Ω
…
」

安
宅
「
他
の
二
機
は
パ
ン
サ
ー
号
、
ラ
イ
ノ
ス
号
、
合
体
形
態
は
α
、
β
、
γ

よ
…
」

そ
の
時
だ
っ
た
、
基
地
内
に
警
報
が
鳴
り
響
く
…
！

安
宅
「
何
事
？
」

助
手
「
骨
無
し
が
出
ま
し
た
！
モ
ニ
タ
ー
出
し
ま
す
。
」

鋭
太
「
！
！
」

安
宅
「
鋭
太
く
ん
？
」
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鋭
太
「
…
ア
イ
ツ
だ
…
！
ア
イ
ツ
が
父
さ
ん
を
…
母
さ
ん
を
…
！
」

鋭
太
は
怒
り
を
露
わ
に
し
、
拳
を
握
り
し
め
る
…

安
宅
「
そ
れ
で
い
い
の
よ
…
」

鋭
太
「
え
？
」

安
宅
「
ゲ
ッ
タ
ー
ロ
ボ
Ω
は
、
搭
乗
者
の
あ
ら
ゆ
る
感
情
を
感
知
し
て
強
化
さ

れ
て
、
そ
の
意
志
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
強
力
に
な
る
の
…
」

鋭
太
「
な
ら
、
今
の
感
情
で
戦
え
ば
…
」

安
宅
「
そ
う
ね
。
じ
ゃ
あ
、
あ
な
た
に
は
こ
れ
…
」

安
宅
博
士
が
渡
し
た
の
は
、
黒
い
ラ
イ
ダ
ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
、
赤
い
戦
闘
服
で

あ
る

鋭
太
「
こ
れ
っ
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ー
ツ
…
で
す
よ
ね
？
」

安
宅
「
安
心
し
な
さ
い
。
強
度
は
通
常
品
の
五
倍
に
し
た
う
え
で
軽
量
化
し
て

あ
る
か
ら
。
」

安
宅
博
士
は
遠
回
し
に
言
っ
て
い
る
が
、
鋭
太
に
は
分
か
る
…
、
ゲ
ッ
タ
ー
線

に
は
、
物
質
を
有
り
得
な
い
方
法
で
変
化
さ
せ
た
り
、
質
量
を
変
え
た
り
出
来

る
こ
と
を
…

鋭
太
と
て
、
ゲ
ッ
タ
ー
線
が
危
険
な
も
の
で
あ
る
事
は
重
々
承
知
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
戦
闘
服
を
身
に
纏
う
こ
と
に
抵
抗
が
無
い
と
い
え

ば
嘘
に
な
る
。

し
か
し
、
今
の
鋭
太
は
、
そ
ん
な
事
の
た
め
に
今
更
降
り
る
な
ど
出
来
は
し
な

い
。

鋭
太
「
…
い
き
ま
す
…
！
」

安
宅
「
分
か
っ
た
わ
。
総
員
、
第
一
戦
闘
配
置
！
ゲ
ッ
ト
マ
シ
ン
、
発
進
シ
ー

ケ
ン
ス
！
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
「
ハ
ッ
チ
オ
ー
プ
ン
。
進
路
オ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
。
ゲ
ッ
ト
マ
シ

ン
、
発
進
位
置
へ
。
」
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安
宅
「
鋭
太
く
ん
、
パ
ン
サ
ー
と
ラ
イ
ノ
ス
は
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
し
て
あ

る
け
ど
、
あ
な
た
の
操
作
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
替
え
て
も
い
い
わ
。
」

鋭
太
「
了
解
で
す
。
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
「
ゲ
ッ
ト
マ
シ
ン
、
発
進
ど
う
ぞ
！
」

鋭
太
「
コ
ン
ド
ル
号
！
発
進
！
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
「
パ
ン
サ
ー
、
ラ
イ
ノ
ス
、
射
出
ど
う
ぞ
！
」

大
空
高
く
飛
び
出
し
た
ゲ
ッ
ト
マ
シ
ン
、
コ
ン
ド
ル
、
パ
ン
サ
ー
、
ラ
イ
ノ
ス

…
。

そ
の
内
、
人
の
心
を
宿
す
は
一
つ
…
。

仇
討
ち
…
守
護
…
様
々
な
思
い
が
交
錯
し
て
今
に
至
る
…

そ
の
名
は
、
守
原
鋭
太
…
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ゲッターロボΩ
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